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1. 海上システムにおける航空貨物の取扱いについて 

区  分 概   要 
１．個別検討事項 海上システムにおける航空貨物の取扱いについて 

２．現行仕様 ・航空システムでは航空貨物のみの取り扱いであるのに対して、海上システムでは海上貨物 
及び航空貨物の取り扱いが可能である。 
・海上システムでは、航空貨物を登録して輸出入申告まで行うことが可能である。 

３．見直しの経緯 
（利用者の要望等） 

・ＮＡＣＣＳは、上流～下流まで一連の業務を連携して処理することが大きなメリットであり、
航空貨物を海上システムで処理する結果、一連の流れの中で貨物情報の分断が発生するため、
本来のメリットが損なわれる状況となっている（航空貨物は航空システムで、海上貨物は海上
システムで一貫処理することによって、本来のメリットが享受できる。） 
 
・現在、航空システムを導入していない空港地区において航空システムを導入することによっ
て、電子化がより一層進展するとともに事務の効率化やペーパーレス化を図ることができる。 
 
・現行システムは、海上システムにおいても航空貨物の取扱いを可能とするために、その輸入
申告業務等において付加的な機能を必要としており、開発コストの負担増を招いている。 

４．次期仕様 ① 海上システムで航空貨物を扱う機能を廃止し、海上貨物は海上システムで、航空貨物は航空
システムで処理することとする。 
 
② イレギュラーケースである以下の２ケースについては、情報の継続性を確保することとし、
必要な機能追加を実施する。  
 ・当初は海上貨物として輸出する予定であったが、許可後急遽、航空貨物として輸出する場合 
 ・船舶から仮陸揚げされた海上貨物を、航空貨物として積み戻す場合 

５．その他 

第２回合同ＷＧにおいて提案した「海上・航空貨物情報連携の考え方」に対し、ＷＧ委員から提出された 
意見等を基に検討した結果、「海上システムにおける航空貨物の取扱いについて」は、以下のとおり見直し 
を行う。 
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2. 輸出貨物における問題点等の整理 

輸出貨物情報登録 
（ＥＣＲ） 

搬入確認登録（輸出未通関） 
（ＢＩＣ） 

輸出申告 
（ＥＤＡ／ＥＤＣ） 

バンニング情報登録 
（ＶＡＮ） 

【海上システム・輸出】 【航空システム・輸出】 

海上システム外へ搬出 

ＣＹ搬入確認登録 
（ＣＹＡ） 

海上貨物 

船積情報登録 
（ＣＬＲ） 

船積確認登録 
（ＣＣＬ） 

航空貨物 

輸出貨物情報登録 
（ＥＣＲ） 

搬入確認登録（輸出未通関） 
（ＢＩＣ） 

輸出申告 
（ＥＤＡ／ＥＤＣ） 

搬出確認登録（輸出許可済） 
（ＢＯＣ） 

個別搬入確認登録 
（ＢＩＩ） 

搭載完了登録 
（ＣＬＢ） 

搭載完了 
（ＣＬＥ） 

空港蔵置場において航空
システムの個別搬入業務
で全項目を入力 

輸出貨物情報登録 
（ＣＤＢ） 

搬入確認登録 
（ＢＩＬ） 

輸出申告 
（ＥＤＡ／ＥＤＣ） 

搬出確認登録 
（ＥＸＡ等） 

搬入確認登録 
（ＢＩＬ） 

搭載完了登録 
（ＣＬＡ／ＣＬＢ） 

搭載完了 
（ＣＬＥ） 

航空貨物 

 海上システムで航空貨物を登録し輸出許可まで受けた後、空港蔵置場に向けて保税運送し、空港で
搭載業務を行う場合、搭載蔵置場ではシステム外からの搬入扱いとなる。システム外搬入業務による
航空システムへの入力作業が必要なため、誤入力のおそれがあるとともに、搬入時の登録作業に時間
を要するなど、システムのメリットが十分に活かされていない。 

＝  海上システム 

＝  航空システム 

海上システムで登録した
貨物情報が､いったん途切
れてしまう。 
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3. 輸入貨物における問題点等の整理 

積荷目録情報登録 
（ＭＦＲ） 

積荷目録提出 
（ＤＭＦ） 

船卸確認登録 
（ＰＫＩ／ＰＫＫ） 

保税運送申告 
（ＯＬＣ） 

【海上システム・輸入】 【航空システム・輸入】 

ＣＹ搬出確認登録 
（ＣＹＯ） 

海上貨物 

ＡＷＢ情報登録等 
（ＡＣＨ／ＨＣＨ） 

貨物確認情報登録等 
（ＰＫＧ／ＨＰＫ） 

輸入申告 
（ⅠＤＡ／ⅠＤＣ） 

搬出確認登録 
（ＯＵＴ） 

航空貨物 

ＡＷＢ情報登録等 
（ＡＣＨ／ＨＣＨ） 

貨物確認情報登録等 
（ＰＫＧ／ＨＰＫ） 

輸入申告 
（ⅠＤＡ／ⅠＤＣ） 

航空貨物 

システム外搬入確認 
（ＢＩB） 

保税運送申告 
（ＯＬＴ） 

搬出確認登録 
（ＯＵＴ） 

 システムの貨物情報がいっ
たん途切れ、海上システムで
システム外からの搬入確認業
務を行う必要がある。 

 航空貨物として到着し航空システムで貨物情報登録をした後、空港外の蔵置場に向けて保税運送し、 
 輸入通関・許可を受ける場合、海上蔵置場ではシステム外からの搬入扱いとなる。海上システムでは、 
 システム外搬入確認業務による入力作業が必要となるため、誤入力のおそれがあるとともに、搬入時の 
 登録作業に時間を要するなど、システムのメリットが十分に活かされていない。 

システム外保税運送到着確認 
（ＣＡＴ） 

 システム外への保税運送 
となるため、到着地税関に 
おける保税運送の到着確認 
業務が必要。 

輸入申告 
（ＩＤＡ／ＩＤＣ） 

搬入確認登録（保税運送貨物） 
（ＢＩA） 

システムの貨物情報
が途切れてしまう。 
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4.  次期ＮＡＣＣＳにおける海上・航空貨物情報連携の方針（案） 

   海上システムにおける航空貨物の取り扱いを廃止し、航空貨物は航空システム、海上貨物は海上 
  システムで処理する。 
     ⇒   このため、現在、海上システムで航空貨物を扱っている利用者は、輸出入に関する業務を 
    航空システムで実施するための対応が必要となる。 
  

輸出貨物情報登録 
（ＥＣＲ） 

搬入確認登録（輸出未通関） 
（ＢＩＣ） 

輸出申告 
（ＥＤＡ／ＥＤＣ） 

バンニング情報登録 
（ＶＡＮ） 

ＣＹ搬入確認登録 
（ＣＹＡ） 

海上貨物 

船積情報登録 
（ＣＬＲ） 

船積確認登録 
（ＣＣＬ） 

輸出貨物情報登録 
（ＣＤＢ） 

搬入確認登録 
（ＢＩＬ・ＢＩＩ） 

輸出申告 
（ＥＤＡ／ＥＤＣ） 

搬出確認登録 
（ＥＸＡ等） 

個別搬入確認登録 
（ＢＩＩ） 

搭載完了登録 
（ＣＬＢ） 

搭載完了 
（ＣＬＥ） 

航空貨物 

積荷目録情報登録 
（ＭＦＲ） 

積荷目録提出 
（ＤＭＦ） 

船卸確認登録 
（ＰＫＩ／ＰＫＫ） 

保税運送申告 
（ＯＬＣ） 

【輸入】 

ＣＹ搬出確認登録 
（ＣＹＯ） 

海上貨物 

【輸出】 

ＡＷＢ情報登録等 
（ＡＣＨ／ＨＣＨ） 

貨物確認情報登録等 
（ＰＫＧ／ＨＰＫ） 

輸入申告 
（ＩＤＡ／ＩＤＣ） 

搬入確認登録（保税運送貨物） 
（ＢＩN） 

保税運送申告 
（ＯＬＴ） 

搬出確認登録 
（ＯＵＴ） 

搬出確認登録 
（ＯＵＴ） 

航空貨物 

輸入申告 
（ＩＤＡ／ＩＤＣ） 

搬入確認登録（保税運送貨物） 
（ＢＩA） 
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前記４．海上・航空貨物情報連携の方針（案）に沿って、以下の業務において航空貨物にかかる 
情報の入出力の仕様変更を実施する。 

業務コード 業務名 業務コード 業務名 

（輸出業務） （輸入業務） 

 ＥＣＲ 輸出貨物情報登録  ＢＩＢ システム外搬入確認 

 ＥＣＲ１１ 輸出貨物情報登録呼出し  ＣＹＢ システム外ＣＹ搬入確認 

 ＢＩＥ システム外搬入確認  ＣＹＢ０１ システム外ＣＹ搬入確認 
 ＢＩＦ 輸出貨物情報訂正  ＣＹＤ システム外ＣＹ搬入確認 
 ＢＩＦ１１ 輸出貨物情報訂正呼出し  ＣＹＤ０１ システム外ＣＹ搬入確認 
 ＲＣＲ 積戻貨物情報登録  ＣＹＥ システム外ＣＹ搬入確認 

 ＩＥＣ 輸出貨物搬入予定照会  ＳＡＩ 輸入貨物情報訂正 

 ＥＤＡ 輸出申告事項登録  ＳＣＲ 簡易貨物情報登録 
 ＥＤＡ０１ 輸入申告変更事項登録  ＩＤＡ 輸入申告事項登録 

 ＥＡＡ 輸出許可内容変更申請事項登録  ＩＤＡ０１ 輸入申告変更事項登録 

 ＰＡＥ 許可・承認等情報登録  ＩＩＤ 輸入申告等照会 

 ＵＥＡ 別送品輸出申告事項登録  ＭＷＡ 石油製品等移出（総保出）輸入申告事項登録 

 ＵＡＡ 別送品輸出許可内容変更申請事項登録  ＭＷＡ０１ 石油製品等移出（総保出）輸入申告変更事項登録 

（輸出入共通業務） 

 ＩＣＧ 貨物情報照会 

5.   基本方針案にかかる仕様変更（案） 
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6. イレギュラーケースへの対応 

  
 
 
 
 
 【 イレギュラーケース ① 】 

   当初は海上貨物として輸出する予定であったが、許可後急遽、航空貨物として輸出する場合 
 
 【 イレギュラーケース ② 】 

   船舶から仮陸揚げされた海上貨物を、航空貨物として積み戻す場合 
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航空貨物は航空システム、海上貨物は海上システムで処理することが大前提となるものの、 
イレギュラーケースである以下の２ケースについては、システムにおける連携機能を提供し、 
利便性を向上させる。 



7. イレギュラーケース① 〈現行フロー〉 

搬入前 海上保税蔵置場 航空会社保税蔵置場 

貨物情報登録 搬入 申告 搬出 搬入確認 搭載 

通
関
業
・
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー 

保
税
蔵
置
場 

航
空
会
社 

ＥＣＲ 
輸出貨物情報登録 

ＢＩＣ 
搬入確認登録 

（輸出未通関） 

ＥＤＡ／ＥＤＣ 
輸出申告 

 
ＣＬＢ 

搭載完了登録 
 

ＢＯＣ 
搬出確認登録 

（輸出許可済） 

ＢＩＩ 
個別搬入確認登録 

ＨＤＦ 
混載仕立て情報登録 

ＢＩＩ業務の呼出しによる連携
機能は使用せず、マニュアルの
ＬＤＲ（紙）を確認しながら、
最初から貨物情報を入力してい
るのが実情 

  当初は海上貨物として輸出する予定であったが、許可後急遽、航空貨物として輸出する場合 
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Ｓや      システム処理 
    マニュアル処理 

（海上システム） （航空システム） 

マニュアル 
ＬＤＲ（紙） 



8. イレギュラーケース① 〈次期フロー〉 
第６次ＮＡＣＣＳでは、海上貨物から航空貨物への切替え及び搬出等を可能とする連携業務を新設する。 

  搬入前 保税蔵置場 航空会社保税蔵置場 

貨物情報登録 搬入 申告 積地変更 貨物情報切替・搬出 搬入確認 搭載 

通
関
業 

              

保
税
蔵
置
場 

              

航
空
会
社 

              

ＥＣＲ 
輸出貨物情報登録 

ＢＩＣ 
搬入確認登録 

（輸出未通関） 

ＥＤＡ／ＥＤＣ 
輸出申告 

ＣＨＨ 

ＣＬＢ 
搭載完了登録 

ＢＩL 
一括搬入確認登録 

ＥＡＡ／ＥＡＣ 
輸出許可変更 

海上貨物から航空貨物への切替えを行う。 
ＣＨＧ１１で海上の輸出管理番号を入力
して情報を呼出し、ＣＨＧで切替後のＡ
ＷＢ番号に対する貨物情報を登録する。 

ＣＨＧ１１／ＣＨＧ 

ＬＤＲ 

保税蔵置場管理者による貨物切替の確認
登録（ＣＨＨ）を実施する。 
ＣＨＨ業務にて貨物を自動搬出し、ＬＤ
Ｒ情報を作成する。本業務が実施される
まではＣＨＧによる訂正・取消は可能。 

ＬＤＲにより、一括
搬入を行う 
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新 規 業 務 

（海上システム） （航空システム） 



9. イレギュラーケース② 〈現行フロー〉 

ＣＹ 海上保税蔵置場 航空会社保税蔵置場 

搬入・搬出 搬入 
デバンニング 

保税運送申告 
（仮陸揚貨物） 搬出 搬入確認 搭載 

通
関
業
・
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー 

Ｃ
Ｆ
Ｓ 

航
空
会
社 
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  船舶から仮陸揚げされた海上貨物を、航空貨物として積み戻す場合 
 

Ｓや    システム処理 
    マニュアル処理 

（海上システム） （航空システム） 

ＢＩＡ 
搬入確認登録 

（保税運送貨物） 

ＯＬＣ 
保税運送申告 

ＣＬＢ 
搭載完了登録 

ＢＯＡ 
搬出確認登録 

（保税運送貨物） 

 
ＨＤＦ 

混載仕立情報登録 
 

ＣＹから 

ＳＡＴ業務を実施しないと
貨物情報と保税運送申告情
報が滞留する。 

ＢＩＩ 
個別搬入確認登録 

仮陸揚貨物の連携機能
はないため、最初から
貨物情報を入力してい
る。 

マニュアル 
ＬＤＲ（紙） 



ＣＹ 保税蔵置場 航空会社保税蔵置場 

搬入・搬出 搬入 
デバンニング 

保税運送申告 
（仮陸揚貨物） 貨物情報切替・搬出 搬入確認 搭載 

Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ 

通
関
業
・
海
貨
業 

保
税
蔵
置
場 

航
空
会
社 

10. イレギュラーケース② 〈次期フロー〉 

ＢＩＡ 
搬入確認登録 

（保税運送貨物） 

ＣＬＢ 
搭載完了登録 

ＢＩL 
一括搬入確認登録 

ＣＹから ＣＨＧ１１／ＣＨＧ ＣＨＨ 

ＣＨＧ１１／ＣＨＧ 

LDR 

海上貨物から航空貨物への切替えを行う。 
ＣＨＧ１１で海上のＢ／Ｌ番号を入力して
情報を呼出し、ＣＨＧで切替後のＡＷＢ番
号に対する貨物情報を登録する。 

ＬＤＲにより、一括
搬入を行う 

ＯＬＣ 
保税運送申告 

保税蔵置場管理者による貨物切替の確
認登録（ＣＨＨ）を実施する。 
ＣＨＨ業務にて貨物を自動搬出し、Ｌ
ＤＲ情報を作成する。本業務が実施さ
れるまではＣＨＧによる訂正・取消は
可能。 

10 

新 規 業 務 

 第６次ＮＡＣＣＳでは、海上貨物から航空貨物への切替え及び搬出等を可能とする連携業務を新設する。 

 （海上システム） （航空システム） 



業務コード 主  な  機  能 入力者 

ＣＨＧ11 
（貨物情報切替登録呼出し） 

 

①新規登録時の呼出し 
海上貨物（輸出管理番号）から切替後の航空貨物に必要な情報（個数、重量
等）を呼び出す。 
 
②訂正・取消の呼出し 
ＣＨＧ業務にて登録した航空貨物（ＡＷＢ番号）を入力して、情報を呼出す。 
 

保税蔵置場 
通関業 
海貨業 
ＮＶＯＣＣ 

ＣＨＧ 
（貨物情報切替登録） 

①新規登録 
輸出管理番号と切替後の航空貨物の情報を入力し、航空貨物情報を作成する。 
なお、航空貨物情報作成後は、海上貨物に対する業務更新を不可とし、航空 
貨物については『一括搬入確認登録（ＢＩＬ０１）』業務が実施されるまで
業務更新を不可とする。 
 
②訂正 
ＣＨＧ業務にて登録された航空貨物情報を入力し、航空貨物情報を更新する。 
なお、ＣＨＨ業務が実施されるまでの間は訂正を可能とする。 
 
③取消 
輸出管理番号とＣＨＧ業務にて登録したＡＷＢ番号を入力し、航空貨物情報
を削除する。なお、入力された海上貨物はＣＨＧ業務実施前の状態に戻し、 
ＣＨＨ業務が実施されるまでの間は取消を可能とする。 
 

保税蔵置場 
通関業 
海貨業 
ＮＶＯＣＣ 
 

ＣＨＨ 
（貨物情報切替確認情報） 

 

ＣＨＧ業務にて登録された情報を確認した旨を登録する。 
航空貨物情報についてはＬＤＲ情報を出力し、貨物の搬出を行う。 
また、ＣＨＨ業務を契機にＣＨＧ業務での訂正・取消を実施不可として、 
海上貨物情報を削除する。 
 

保税蔵置場 

11.  新規業務の概要 
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